知識構成型ジグソー法におけるフローチャートの利用について (証明論と証明活動) by 稲垣, 元哉
Title知識構成型ジグソー法におけるフローチャートの利用について (証明論と証明活動)
Author(s)稲垣, 元哉








南山大学 理工学研究科 稲垣 元哉
Motoya Inagaki































































1個のバクテリアが10分後に2個,1個, 0 個になる確率が,それぞれ \displaystyle \frac{1}{2},





















課題 B. 3本の当たり く じを含む10本のく じがある.このく じを \mathrm{a}, \mathrm{b} がこの
順に1本ずつ引く とき, \mathrm{a}, \mathrm{b} がともに当たりく じを引く確率を求めよ.ただし
引いたく じはもとに戻さないものとする.
考え方.積事象の確率の公式P(A\cap B)= \mathrm{P}(A)\mathrm{P}(\mathrm{B})を用いる.
課題 C. 数字 0 が書かれたカードが2枚,数字1が書かれたカードが4枚,数
字2が書かれたカードが3枚ある.この9枚のカードの中から同時に3枚のカ
ードを取り出し,カードに書かれた数の和を X とするとき, \mathrm{X}=4 となる確率
を求めよ.
考え方.事象 A, Bが排反のとき,和事象の確率の公式P(A\cup B)= P(A)+\mathrm{P}(\mathrm{B})
を用いる.
図3: 問題2.1に関するエキスパート活動の課題




























課題 A. U= {\mathrm{x}|-3\leq x\leq 8, xは整数}を全体集合とし,その部分集合A, Bを


























平行六面体OADB—CQRSにおいて,  $\Delta$ ABCの重心をF,  $\Delta$ \mathrm{D}QSの重心をG とす
る.また, \vec{0A}=\vec{a}, \vec{0B}=\vec{b}, \vec{0C}=\vec{c}とおく.
(1) \vec{0G}を \vec{a}, \vec{b}, \vec{c}で表せ.










課題 \mathrm{C} として次のように定めた (具体的な課題は図8に示す).
課題 A. ベク トルの和
課題 B. ベク トルの内分
課題 C. ベク トルの実数倍
この課題はすべて 「ベク トル」 の復習である.
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正十二角形 ABCDEFGHIJKLの1辺の長さを1とし,外接円の中心を O とす
るとき,次のベク トルの内積を求めよ.
(1) \vec{0A} . \vec{0B}
(2) \vec{AD} . \vec{AL}
























課題 A. \vec{a} と \vec{b}のなす角を  $\theta$ とする.次のとき,内積 \vec{a} \vec{b}を求めよ.
(1) |\vec{a}|=1_{J} |\vec{b}|=3,  $\theta$=30^{o}
(2) |\vec{a}|=\sqrt{2}, |\vec{b}|=5,  $\theta$=135^{O}
考え方.ベク トルの内積の定義を用いる.
課題 B.
(1)  $\Delta$ ABCで, a=6, A=60^{o} , B=45^{O} のとき, bの値を求めよ.
(2)  $\Delta$ ABCで, b=4, B=30^{O} , C=135^{o} のとき, cの値を求めよ.
考え方.正弦定理を用いる.
課題 C.
(1)  $\Delta$ A\mathrm{B}Cで, b=4, c=3, A=60° のとき, aの値を求めよ.












平行六面体OADB—CEGFにおいて,辺0Aの中点をM , 辺ADを2: 3に内分する点
をN , 辺DGを1: 2に内分する点をLとする.また,辺0Cをk:(1-k) (0<k<1)
に内分する点をKとする.
(1) \vec{0A}=\vec{a}, \vec{0B}=\vec{b}, \vec{0C}=\vec{c}とするとき, \vec{MN}, \vec{ML}, \vec{MK}を \vec{a}, \vec{b}, \vec{c}を用
いて表せ.
(2) 3点M, N, Kの定める平面上に点Lがあるとき, kの値を求めよ.










低い 「ベク トルの実数倍」 は,エキスパート活動の課題から除いた.また,学習
目標はベク トルー次独立の復習であることから,「代入」 も除いた.そして,残
った3つで,課題 \mathrm{A}\sim課題 \mathrm{C} として次のように定めた (具体的な課題は図14に
示す).
課題A. ベク トルの和
課題 B. ベク トルの差
課題 C. 一次独立






課題A. 平行六面体OAFB—CEGHで, \vec{OA}=\vec{a}, \vec{0B}=\vec{b}, \vec{0C}=\vec{c}とする.
(1) \vec{0G}を\vec{a}, \vec{b}, \vec{c}で表せ.
(2) \vec{AH}を \vec{a}, \vec{b}, どで表せ.
考え方.ベク トルの和を用いる.
課題 B. 平行六面体OAFB —CEGHで, \vec{0A}=\vec{a}, \vec{0B}=\vec{b}, \vec{0C}= どとする.
(1) \vec{CF}を \vec{a}, \vec{b}, \vec{c}で表せ.
(2) \vec{EB}を \vec{a}, \vec{b}, どで表せ.
考え方.ベク トルの差を用いる.
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